
電
子
署
名
に
係
る
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
八
年
五
月
十
八
日

参
議
院
総
務
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
及
び
行
政
の
合
理
化
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
を
基
盤
と
し
た
電
子
申
請
等
の
手

続
の
普
及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
間
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
利
用
者
の
視
点
に
立
ち
、
多
く
の
国
民
が
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
署
名
検
証
者
等
の
範
囲
の
拡
大
、
手
続
の
一
層
の
合
理

化
等
を
推
進
す
る
こ
と
。

二
、
地
方
公
共
団
体
の
認
証
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
の
流
出
、
改
ざ
ん
、
不
正
使
用
等
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
、
個
人
情
報
管

理
の
徹
底
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
強
化
等
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
信
頼
性
・
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
る

こ
と
。

特
に
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
地
方
公
共
団
体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
が
流
出
す
る
事
例
が
頻

発
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
早
急
に
、
自
ら
対
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
請
負
契
約
等
に
基
づ
き
地
方

公
共
団
体
が
保
有
す
る
個
人
情
報
を
処
理
す
る
者
に
対
し
て
も
同
様
の
対
策
の
徹
底
を
求
め
る
よ
う
適
切
な
助
言
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
電
子
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
十
分
な
検
証
を
行
い
、
今
後
の
施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
よ
う
、
そ
の
評
価
体
制
の
整
備
に

努
め
る
こ
と
。

四
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
、
そ
の
万
全
を
期
す
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
条
例
に
つ
い
て
も
、
個
人
情
報
保
護
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え

適
切
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
助
言
に
努
め
る
こ
と
。

五
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
利
活
用
を
図
る
に
当
た
っ
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
及
び
個
人
情
報
保
護
の
重
要
性
に
十
分
配
慮
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


